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白田平先生が亡くなられたとの北大の数学教室から連絡を受け、札幌で何か催しがあるの

ならぜひ参加したいとお答えをした。しかし、今の北大には先生を直接存じ上げていると言

える人はもう在籍していない。寂しいことではある。 

 

先生は確か大正 11（1922）年 11 月 11 日のお生まれだから、北大を定年になられたのは、

昭和 61（1986）年 3 月のはず。わたくしは、前年（1985 年）6 月には九州大学工学部に転

じていたが、最終講義のために来札したかどうかの記憶がない。わたくし自身は、後で述べ

るように、先生に言わば拾っていただいた身であるが、学術上は勝手に振る舞うことを許さ

れていたことに甘えていて研究上の貢献は全くできなかった。 

 

先生の時代、つまり、昭和 30 年代の後半から昭和 60 年代にかけての四半世紀、線形偏微

分方程式論の研究手法には、大域理論というか、線形偏微分方程式を適当な関数空間内の作

用素の方程式として扱う関数解析を前面に出した扱い方から、局所理論というか、偏微分作

用素の表象を実解析やフーリエ解析を援用しながら処理をして評価や基本解の構成を行う

という扱い方まであった。典型的な教科書としては、吉田耕作先生の Functional Analysis や

溝畑茂先生の「偏微分方程式論」を挙げることができよう。先生は、手法的には局所理論に

近かったと思われるが、研究者としては、数理物理に動機や淵源を必ずしも持たない線形偏

微分方程式を扱うことができるようになった時代に遭遇したことになる。 

 

わたくしの記憶に間違いがなければ、先生は寺坂英孝先生の門下生として中岡稔先生や工

藤達二先生と一緒に位相空間論を当初研究しておられた。当時は、ホモロジー代数やカテゴ

リー論が流行り出した頃で、古典的な微分方程式の研究者はともかく、幾何や代数の研究者

を志す人たちは勉強を欠かさなかった時代である。そのような折に、南雲道夫先生のゼミで

の Bernard Malgrange の論文購読を手伝うことになり、この縁で、偏微分方程式の研究を始

められたと聞いたように思う。 

 

ずっと後になるが、北大時代、セミナーの後など、グランドホテルのカフェか雪印パーラー、

あるいは千秋庵で、先生を囲んでコーヒーを飲むことがよくあった。そんなときに、数学者

は詩人です、と言っておられたと記憶している。こういうときの雑談で、Calderón-Zygmund 

の特異積分作用素の評価の要点の話で、球面調和関数による核関数の展開を丁寧に要領よ

く述べられたことを思い出す（参考：白田-浅野和雄 1970）。Atiyah-Singer の理論が話題に



なった時も、真っ先に勉強しておられた。新知見の吸収・咀嚼に貪欲であったわけであるが、

狭い範囲で自足して恥じない人間に対しては厳しく容赦のない方であった。 

 

久保田幸次先生は、白田先生の阪大時代からのお弟子さんで、北大出身ということもあって、

一緒に北大に赴任された。阪大時代の先生のご様子については、久保田先生が一番ご存知の

ことで、いい加減なことは言えない。亡くなられた熊ノ郷準先生も久保田先生と同じころの

はずである。阪大時代の先生のお仕事では、ある種の線形位相空間の局所凸位相の定義につ

いての反例や変数係数の偏微分方程式の一意接続性についての注意は有名である。 

 

さて、前後するが、白田先生は北大赴任後の研究テーマとして高階の線形双曲型方程式の初

期値境界値混合問題に力を注がれた。ゼミの主催者として弟子を育てながら研究する対象

として、偏微分方程式固有の知識に限定されず、また、種々のアプローチもあって、解析学

の最新の知識は言うまでもなく、幾何や代数からの知恵も不可欠であると考えられたのだ

ろう。実際、久保田先生に加えて、上見錬太郎先生という協力者を得、また、浅野和雄さん

をはじめとする学生たちを育て、業績を重ねられたことは皆さまご承知の通りである。 

 

先生は、教授として、北大理学部数学教室と担当講座の運営に責任があった。講座運営に関

しては、差し当たって助教授の選任が課題であって、あちこち手を尽くされたらしい。そん

な折、1969 年の 11 月だったか、あるいは、年が明けてからだったか、京大数研でのシンポ

ジウムで、わたくしは Nikol’skii 型の埋蔵定理を Lions-Peetre の補間空間論と吉田耕作流

の作用素解析を組み合わせて論じた。このシンポジウムには、先生も出席しておられ、声を

掛けていただいたのが縁で、1970 年の 8 月 1 日付で、わたくしは北大に赴任した。 

 

先生の数学教室の運営については、わたくしの立場上、想像するしかない。わたくしの赴任

時、数学科の教授は、白田先生の他、桂田芳枝、倉持善次郎、都筑俊郎、鈴木治夫の諸先生、

やがて、越昭三、さらに遅れて、土井公二のお二人が加わった。数学教室の理想像を巡って

の教授人事はなかなか大変そうであって、何も聞こえてこなかったというわけではなかっ

たが。 

 

助教授・講師は、永井珠夫、田中博、木村浩、小林一章の皆さんとわたくし、やがて、越先

生のところに一瀬孝さん、そして、土井先生のところには森田康夫さんが来た。一番長居を

したのは、ほぼ 15 年いたわたくしで、要するに、商品価値が低かったということに尽きる

のであるが、今更どうでもよい。反省点だが、在職中は、白田先生にはひたすら心配を掛け

ただけだったなとつくづく思う。余分な話ではあるが、先生からは当時化学第二学科にいた

計算化学（C60 の予言）の大澤映二先生を紹介された。大澤先生には後に時代がようやく追

いついてきたが、わたくしは雑念に気を散らし続けただけであった。 



 

白田先生は、研究者としての最晩年、流体の方程式に強い関心を示しておられたが、この方

面を別にすれば、先生が関わってきた数学的課題の大半は、もう歴史に属しているだろう。

白田先生に研究上遠くはなかった溝畑茂先生、山口昌哉先生、小竹武先生、…、はすでに鬼

籍にある。これら先人たちの人物やお仕事を中心に、日本の数学史の記述に新しい章を加え

る準備をすべき時代になっていると思う。昭和期の「日本数学史」の一節には、北大時代の

白田先生や、先生が始められた夏の偏微分方程式論シンポジウムが当然入るはずである。 

 

（了） 


